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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、発音がよければ、すべて良し。」という言い0．概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方をしている中国語教育者もいるほどである。
中国は13億強の人口を有する大国である。世界　　　中国語では一つのことばは基本的に一つの音節
で5人に一人は中国人である。中国は56の民族か　　で表される。中国語で一音節は音の単位であると
ら構成された多民族国家とはいえ、実際少数民族　　同時に意味の単位でもある。たとえば、「ma
と呼ばれている55の民族の総人口は1億強であ　　馬」、「ji鶏」、「bing病」などは、すべて一音節で
り、残りの12億強の人口を占めているのは漢民族　　表されている言葉である。これらの言葉を日本語
である。つまり、単純計算では、世界でおよそ5　　で表すと、「うま」、「にわとり」、「やまい」とな
人に一人は漢語（漢民族の言葉、つまり中国語）　　り、二つ以上の音節でやっとひとつの意味を表す
を話していることになる。その上に、中国政府の　　言葉になる。これらのことばの中の任意の一音節
前世紀七十年代末ごろから実施してきた「改革開　　を取り出しても基本的に意味を持たない。もちろ
放路線」が実を結び、中国は高度経済成長を成し　　ん現代中国語（現代漢語）には「shan　yang・山
遂げた。その影響もあり、世界的に中国語ブーム　　羊」、「mao　bing・毛病」、［ong　tou・尤訣」など
が起こっている。2005年の時点で、全世界で100　　のように、多音節語が多く存在する。しかし、そ
以上の国の2300以上の大学で、中国語科目が設け　　の場合でも、ひとつひとつの音節はその意味を失
られ、中国語を外国語として学んでいる学習者が　　わず、多音節語の構成要素としての役割を果たし
海外でおよそ2000万人に達しているという発表も　　ている。
されている［1］。　　　　　　　　　　　　　　　　実は、中国語を発音するには音節だけでは不十
だが、今の中国語教育はシステム化された完全　　分である。中国語の発音は音節と声調の組み合わ
なものかというと、そうでもないと言わざるを得　　せから構成される。音声は母音かあるいは子音プ
ない。改善や工夫すべき問題点はかなりある。中　　ラス母音で構成され、現行のピンイン表記ではお
国には“万事起訣唯”（どんなことでも最初の一　　よそ400個ある。声調は第一声から第四声までの
歩が難しい）という諺がある。中国語教育はまさ　　四つある。基本的には、各々の音節には四つの声
にこの諺にあてはまる一例である。ご周知のよう　　調がある。単純計算では中国語の発音は1600個に
に中国語は声調言語である。声調が変わると意味　　なるが、一部は発音に無いので、実際ある発音は
が変わる。したがって、中国語の学習において、　　1330いくつになる。簡単に言えば、これが日本語
発音の学習は非常に重要である。「中国語に関し　　の50音図に相当するものである。発音だけで1330
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いくつというと大変煩雑だと感じるかもしれない　　基本的に一字の読みは一つであるが、「多音字」
だが、実はそうではない。中国語の発音学習には　　の漢字も少なくない。一漢字の読みがいくつある
一定のルールがあり、そのルールさえ分かれば、　　かはともかく、一音節は一字で、基本的にひとつ
結構簡単で、短時間で覚えられる。ピンイン学習　　の意味を表す。アクセント（声調）が変われば意
のコッや注意事項を分かりやすくまとめ、それら　　味が変わる。これが中国語の特徴であり、「中国
の難点をより効率的に克服できる手法を提案する　　語は声調言語である」という言われの要因であ
のがこの論文の主な目的である。つまりインター　　る。
ネットでマルチメディアを駆使し、紙媒体で得ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．漢字表音法の変移とそこに潜んでいるれない多様な情報を学習者に提供し、自分の間違　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸問題いに気づき、それを直せる学習指導システムを提
案することがこの論文の主旨である。よって、何　　　中国語の発音、つまり漢字の読みに関する概念
時でもどこでも自分のペースに合わせて発音学習　　を明確にするために、いままで、啓蒙教育の段階
を正確に、正しく習得できる学習システムの早期　　で、漢字読みにどのような手法が取られてきたの
実現を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　かを簡単に紹介しておこう。
もちろん、現在ではコンピュータを用いる学習　　　中国では、漢字の発音表記法は時代とともに進
教材は数多くあるが、我々がここで構築しようと　　化して変わってきた。漢字の音を表すのに使って
するシステムは現有のものとは異なるものである　　いた最も古い方法は「読若」・「直音」法という説
ことを断っておきたい。　　　　　　　　　　　　が定番である。これは古代中国で漢字の読みに使
具体的には、まず、第1節では、中国語の特徴　　われていた方法である。この方法は、ある漢字の
を簡単に整理する。第2節では発音学習に存続す　　字音を示すのに他の同音の字の音を用いる方法で
る問題点を述べる。第3節では学習者が難しいと　　ある。この方法は簡単だが、しかし一つの漢字の
感じる学習難点を整理し、その難点を克服するた　　読みを知るにはその漢字と同音となる他の漢字の
めの注意事項と学習のコッを述べる。それから、　　読みを知っておくことが必要になる。漢字読みの
第4節では、インターネットベースの効果的な中　　啓蒙教育段階では、この方法に限界を感じると言
国語発音学習システムのあるべき姿について述べ　　わざるを得ない。というのは、前述したように中
る。最後に今後の課題およびこの学習システムに　　国語の発音は1330いくつある。これは互いに異な
対する所見を述べることにする。　　　　　　　　る音が1330いくつあることを意味する。つまり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発音が互いに異なる漢字が1330いくつあるという1．中国語の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことである。したがって、これらの漢字すべての
ご周知のように、中国語は漢字で表記される言　　読みをマスターしてから初めてどんな漢字でも読
葉である。ひとつの漢字は基本的に一音節で発音　　めるようになるということになる。そこで「反
される。中国語では一音節が一文字で、一つの意　　切」法という当時にしては画期的な漢字表音方法
味を持っている。たとえ同じ音節であっても、ア　　が発明され、19世紀の末まで使われてきた。「反
クセント（声調）が変わるとその意味が変わる。　　切」法とは、漢字2字の音を組み合わせて別の漢
例えば、m亘、　m丘、　ma、　maはアクセントだけ異　　字1字の音を示す方法である。この方法では、一
なる音節ですが、中国語ではこれらの表す意味が　　方の漢字の子音と他方の漢字の母音（当時声調を
全く異なる。また、同じ漢字でも読むときのアク　　明記した声調記号がないので、母音の声調まで合
セントによって、伝わる意味が異なってくる場合　　わせられると断言できないとの指摘もある）を合
がある。例えば、“累”という漢字を四声（16i）　　わせて、新たな漢字の音を表す。具体的に書く
で読むと「疲れる」という意味になるが、三声　　と、「米、莫礼切」、「東、徳紅切」という具合で
（16i）で読むとき、「積み重ねる、積み重なる」　　ある。「米、莫礼切」の意味は、「米」という漢字
という意味になる。このような二つ以上の読みを　　の読みは、「莫、m司字の子音「m」を切り、
持つ漢字を中国語で「多音字」という。中国語で　　「礼、li」字の母音の読み「i」を切り、この二
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つの組み合わせで作られた新たな発音「mi」が　　　それでは、「漢語ピンイン方案」で制定された
「米」の読み方になるということである。「東、　　ピンイン表記を簡単に紹介するとともに、ピンイ
徳紅切」の意味も類似しているので、ここでは、　　ン表記に存続しているいくつかの問題点について
その説明を省略する。この「反切」法は画期的な　　述べておこう。
方法とはいえ、やはり、読みたい漢字の音を正確　　　前述したように、中国語の音節は母音のみか、
に把握するには、基礎となる漢字を知っているこ　　あるいは子音プラス母音で構成される。ピンイン
とが前提となる。まだ漢字に触れてない初心者の　　表記法では子音は全部で21個あり、母音は特殊母
視点から見れば、「反切」法も一種のハードルの　　音をも入れれば36個である。表にまとめると次の
高い学習法と言わざるを得ない。　　　　　　　　ようになる。
やがて、時代が進む。アヘン戦争後、特に清朝　　　ピンインはあくまで中国語の発音を表すために
末の19世紀の終わりごろには、西洋人の中国進出　　ローマ字を代用している一つの表音文字であり、
が多くなる。彼らが、中国語の発音にローマ字を　　本来のローマ字の読み方とはところどころ異なる
使ったりした。それが漢字の発音表記に大きな影　　ことに注意されたい。
響を与え、新たな漢字表音法を作るきっかけにな　　　それではピンイン（併音）表記に潜んでいる問
る。19世紀の90年代に入るとローマ字をもとにし　　題点を見てみよう。
た「切音新字」という発音体系が提案される　　　ピンイン字母には、発音を正確に表せてないと
［2］。その後も議論やアイディアの提案が頻繁に　　ころもある。母音表の…行目の「単母音」欄の
行われ、1918年11月母音16個、子音24個から構成　　　「e」は、記述上一つだけになっているが、実際
された漢字の表音符号である「注音字母」が公布　　の発音では、二種類以上の発音が現れる。この現
された。この「注音字母」は日本語の片仮名に似　　象を「e」が前後の音に影響され実際の音が変容
ており、漢字の部首を改造したようなものであ　　されたケースとして片づけられるが、厳密には表
る。20世紀の50年代まで、漢字表音記号として広　　記記号の不足といってもよい。「俄」（さ）、「夜」
く使われてきた。台湾で現在も使われている。　　　（ye）、「恩」（en）、「了」（le）のピンイン表記に
中国語の国際化をねらい、1950年代の中ごろか　　表れている「e」の発音は微妙に異なる。
ら中国本土で漢字の表音表記にローマ字を取り入　　　また、ピンイン綴りにも、初習者を混乱させる
れることを検討しはじめた。その結果、現行の表　　決まりがある。ピンイン綴りの規則として、「i、
音方式である「漢語ピンイン方案」が1958年に制　　u、U」がそれぞれ単独で音節を構i成するとき、上
定される。「漢語ピンイン方案」と呼ばれるこの　　記のピンイン字母表に現れてない字母「y」と
現行の漢字表音方式は、ローマ字と声調記号に　　「W」を導入して「i」を「yi」、「U」を「WU」そ
よって漢字の正しい読み方を示そうとしたもので　　して「u」を「yu」と書き換えると定めている。
ある。今日では国際的に公認されている。だが、　　類似した混乱しやすい決まりが他にもある。たと
このピンイン表記法は完全なものではなく、現状　　えば、「jO」を「ju」、「qO」を「qu」、「xo」を「XU」
ではいくつかの問題点が存続していると言わざる　　で表記する。このような初習者を困惑させる決ま
を得ない。 りがまだある。たとえば、「uen、　iou、　uei」など
唇音 b P m f 単母音 a 0 e i u u
舌尖音 d t n 1 二重母音 ai ei ao OU ia ie ua UO Ue
舌根音 9 k h 三重母音 iao iOU uai uei
舌面音 」 q X 舌先鼻音 an en in ian uan uen Un Uan
舌歯音 Z C S 舌根鼻音 ang enging iang uanguengong iong
巻舌音 zh ch sh r 巻舌母音 er
子音表 母音表
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もその一例である。というのは、uen、　iou、　uei　にない発音。②学習者の母語にある発音と比べる
がそれぞれ単独で音節を構成するとき、「u」を　　と発音時の口の形や舌の動きなどが微妙に異なる
「w」に、「i」を「y」に書き換えて、wen、　　発音。③学習者の母語にもともとあっても意識せ
you、　weiと表記するが、もし「uen、　iou、　uei」　　ず明確に区別されてない発音。この三つのポイン
のそれぞれが子音と緒に音節を構成するとき、　　トは学習者にとって初期段階では正確な発音が掴
それぞれの真ん中の母音を抜き取るという決まり　　み難いものになる。この難関を突破するために、
になっている。たとえば、「liOU」を「liu」と表記　　できれば学習者の使用言語を調べておくと教えが
し、「huen」を「hun」と表記し、「huei」を「hui」　　効果的となる。学習者の使用言語の特徴がわかれ
と表記するという決まりになっている。初習者ど　　ば、学習段階で、彼らのわかりにくいところや共
ころか、既習者にとっても覚えづらい決まりだと　　通する問題点を的確に指摘し短時間で修正するこ
言わざるを得ない。その他にもまだある。zh、　　とができる。つまり、発音学習段階での重要なこ
ch、　sh、　rとz、　c、　sの後に「i」が付くとき、そ　　とはその地区、その民族、その国の学習者のケー
の「i」を「単母音」欄の「i」の発音で発音しな　　スに合わせて教えることである。学習者の発音上
い。実際、ここでの「i」は「単母音」欄の「i」　　の難点や問題点に気を配り、現れた問題点を細か
と異なる。その区別を明確にするためにzh、　　く分析して整理する必要がある。彼らの分かりに
ch、　sh、　rとz、　c、　sの後に付く「i」を「－i」と　　くいところを正しく指導し、母語の影響で引きず
表示している。つまり、「shi」「ri」などの尾音に　　る歪んだ発音を訂正する方法を考案するのが早道
現れている「i」を「i」と表記しておいて、「i」　　である。ピンイン教学にはすべてに共通する万能
と読んではいけない決まりである。もちろん、こ　　の方法や教材が存在しない。学習対象によって、
れも初習者を困惑させる一つの要因である。　　　　教える方法や教える内容の順序を工夫しなければ
結論的に言えば、漢字の表音方法は時代によっ　　ならない。
て進化してきているが、完全なものはいまだにな　　　日本人学習者にとって、ピンイン学習過程で、
いと言えるだろう。かといって、中国本土で半世　　以下の十個の発音が最大の難関といえる。
紀以上も使われてきて、国際的に承認されている　　　まず、「母音表」の一番上の「単母音」欄にあ
ピンイン方案を簡単に変えることはできない。大　　る6つの基礎母音の中の「u」と「e」の2つの
事なのは、どうすれば学習者がこのピンインの表　　発音が日本語の発音にはない。それと、「母音
記法を正確にかつ早く覚えられるかである。　　　　表」の一番下の「巻舌母音」欄に提示している特
以下では、ピンインを学習する上での留意点を　　殊母音「er」の発音も日本語の発音にない。「子
まとめておこう。　　　　　　　　　　　　　　　音表」の一番下の「巻舌音」欄に提示している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「zh」、「ch」、「sh」、「r」の4つの舌を巻いて発3．ピンイン学習上の留意点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音する発音も日本語に現れない。これらの7つの
前述したように、ピンイン教育は中国語教育の　　発音は、上で指摘した発音難点の①に相当する問
ベースであり、中国語基礎作りの非常に重要な一　　題点である。つまり、学習者の母音に無い発音で
環である。基礎がしっかりできないと、中国語の　　ある。
発音が乱れる。その結果、漢字を正しく読めなく　　　日本語では語尾に付く「n」と「ng」を一般的
なるだけではなく、せっかくマスターした言葉　　に区別せずに一律「ん」で発音する。しかし、日
も、交流の道具としての役割を果たせなくなる。　　本語の発音に「n」と「ng」はしっかり区別され
そのために、ピンイン教学の段階で、ピンイン表　　た形で現れる場合がある。日本語ではそれを普段
音の特徴に注目し、ピンインを教えるときの難点　　意識しないだけである。したがって、「母音表」
と要点を正確にとらえなければならない。　　　　の中の「舌先鼻音」と「舌根鼻音」を教えるとき
ピンイン学習の難点は、学習者の国や民族に　　には、「－n」と「－ng」の区別をはっきりさせるた
よって異なってくる。ここでの難点とは大きく分　　めの工夫が必要である。これらの2つの発音は、
類すると次の三つのことを指す。①学習者の母語　　上で指摘した発音難点の③に相当する問題点であ
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る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音する。「h」を発音するときは、気流をふ
もう一つの難点は、「an」で終わる音節の発音　　　　さがず、そのまま流すようにして発音する。
である。具体的には「an」、「ian」、「uan」、　　　　つまり、k、　q、　ch、　cを発音するとき、先ず
「Uan」の4つの音節が単独で、あるいは子音の　　　　気流をふさぎ、一筋の気流による摩擦で発音
あとに付き音節を構成したとき、音節の接尾部分　　　　される。それに比らべてh、x、　sh、　sを発音
の「an」を「アン」と発音しがちだが、実際、　　　するときには気流のふさがりなく、直接発音
中国語の「－an」の発音は特殊なもので、「アン」　　　　される。
のような奥よりの音ではなく、前よりの発音とし　　　中国語の発音学習上では、上記の三段に分けて
て現れる。「「アヌ」のaを少し前よりに発音す　　述べた問題をクリアすることが大事であるが、中
ると良い。」という指導をしているところもある　　国語の発音に関するもう一つの重要な概念は中国
［3］。「an」を日本語の「アン」と発音してはい　　語の声調である。
けない。これを上記の指摘した発音難点②に分類　　　中国語学習上で避けて通れないのは、「声調」
することができる。　　　　　　　　　　　　　　である。第1節で述べたように、中国語は声調言
中国語の発音を難しいと感じさせる要因は、上　　語である。声調を持たない言語環境に慣れている
記の10個の発音である。ピンイン教育課程では、　　日本人学習者にとって、中国語の声調を正確に把
この難関を時間をかけて丁寧にクリアする必要が　　握するのはハードルの高い難関である。中国語の
ある。だが授業時間数が限られているため、教室　　「声調」とは、発音時の声の高低アクセントを指
授業で学習者全員が完全に把握するまで時間をか　　し、4種類ある。声調をはっきり聞きわけ、言い
けることができないというのも現状である。　　　　分けするには、アクセントの高低や強弱、力を入
第二段階として、有気音と無気音の概念をはっ　　れるところ、力を抜くところなどのコッをはっき
きりさせるべきである。そのために、まず有気音　　り捉える必要がある。
と無気音を単独で提示し、発音させることは重要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．コンピュータを用いる発音学習指導を
である。有気音には気流の流れが生じ、無気音に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　効率化する試み
は気流の流れが生じないということをビジュアル
的に見せて、学習者の印象を深めると学習が効果　　　中国語の発音は音節と声調から成り立つ。音節
的になる。　　　　　　　　　　　　　　　　を正しく発音するには、①口の形、②舌の構えと
第三段階として、混合しやすい発音の相違点を　　動き、③空気の出所とそのぐあい、の三ポイント
はっきりさせる必要がある。具体的には以下の三　　をしっかり押さえることが大事である。この三要
点に注意すべきである。　　　　　　　　　　　　素の中のどちらか一つが欠けると、正確な発音が
①　「r」と「1」の発音の違い。日本語では一　　できない。ところが、現状の教室授業のみでは、
般的に、「r」と「1」を明確にわけないの　　生徒一人一人にこの三つの発音ポイントを正確に
で、両者をはっきり発音させるのは、日本人　　把握してもらうには無理がある。口の形の変化や
学習者の苦手な学習課題の一つである。　　　　舌の動きなどに慣れるには2、3回の学習だけで
②　日本語の「う」と中国語の「u」の発音の　　不十分である。これらを正確に覚えてもらうには
違い。中国語で「u」を発音するとき、唇を　　繰り返し練習できるCALLシステムを併用するこ
日本語の「う」よりもまるくつきだし、舌を　　とが有効的である。
奥に引いて発音する。そうしない限り中国語　　　以下では、より早く、より効果的に発音難点を
の「u」の発音にならない。　　　　　　　　克服するために考案したCALL教育システムを提
③　「有気音」と「摩擦音」の発音の違い。こ　　案する。
れはkとh、qとx、　chとsh、　cとsを発音　　　今日では、コンピュータを用いるさまざまな学
するとき、空気の出し方の違いを明確にしな　　習教材システムがある。長野大学の中国語CALL
いといけない。「k」を発音するとき、まず気　　教材システムhttp：〃www　2．nagano．ac，lp／biraru／
流をふさぎ、それから気流を一気に流して発　　Chinese／もその一例である。だが、ここで提案し
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たい構想は現有のものと異なる。というのは、コ　　　もう一つの改善すべきところは、発音学習過程
ンピュータやインターネットの性能の向上によっ　　での教材提示の順序や提示方法である。教材シス
て、当時としては難しいと思われた処理や表示方　　テムを日本人学習者が学び易いように、効率良く
式も現在では簡易にできるようになっている。当　　・正しく音節や声調感覚を習得できるように作成
時のコンピュータ教育システムといえば、文字に　　しなおす必要がある。例えば、声調学習段階では
画像や音声を組み合わせたものがほとんどであっ　　声調を声調記号順に、つまり第一声から第四声の
た。よって、当時の学習システムでは、学習者に　　順に習うのは現行の方式である。
音声が聞こえても、学習者がそれを正確に真似て　　は第一声と第三声、第二声と第四声の二つの組に
いるかどうかに関して保障がつかなかった。真似　　分けてやると、声調の感覚を捕らえ易くなる。そ
させる指導として文字や静止画での説明しかな　　のほかにも、ピンイン学習上の留意点で述べた10
かった。ときには、文字や静止画では指導用の詳　　個の発音難点や混合しやすい発音などの学習過程
細表現を正確に表せないこともある。発音を模範　　で、比較対象や混合し易い音節などに関する情報
音声通りに的確に発し、間違った発音をしたと　　を同時に提示する手法を取り入れたりすると、印
き、それを自分で気づき、正しい発音に直すとい　　象的となり、習得し易くなる。
う機能を今までのCALLシステムに取り組むのは　　　上記の二つの改善策を盛り込んだ新たなシステ
難しいことだった。　　　　　　　　　　　　　　ムの構造は次の図1である。
自学自習と対面式正課授業用
発音学習指導システムの構想
画像データベース 発音学習指導 音声データベース
CALL教材
システム
語彙データベース 映像データベース
音 声　　　難 自 定 正
節 調　　　点 己 着 課
学 学　　　克 測 度 授
習 習　　　服 定 業
学 教
生 学習　　、閲一 師
図1　中国語発音学習指導用CALL教材システムの構想図
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上記のシステムの音節学習部分では、母音を単　　ンターネット言語を用いたので、機種とブラウザ
母音、二重母音、三重母音の順に、子音を唇音、　　を問わず、あらゆる環境で動く。システム用の音
舌尖音の順の流れで発音部位ごとに提示し、それ　　声データと映像データの作成が完成すれば教材シ
それの音声および発音ヒント、関連語彙画像、指　　ステムは使える状態にある。
導映像が参照できるようにする。各学習段階の定　　　もう一つ付け加える点は、発音学習システムに
着度を測るために成績評価仕組みも設ける。シス　　音声認識エンジンを導入すると発音学習が簡単に
テムの成績評価用インタフェースには、長野大学　　解決できるように見える、だが現時点での音声認
中国語CALL教材システムで使用されている手法　　識エンジンの性能が教育現場での実用化に応えら
を移行する予定である。　　　　　　　　　　　　れるものではない。語学の教育現場で使えるよう
声調学習部分では、声調を単音節と二音節で学　　になるには更なる研究開発が必要となる。
習できるようにする。単音節では、一音節に対し　　　語学学習システムの開発に関して更に付け加え
て声調が4つしかないだが、二音節の場合声調の　　ると、今のところ教育現場ではコンピュータプロ
組み合わせは16通りあり、軽声をも視野に入れる　　グラム知識を有する語学教員が少ない。よって、
と20通りになる。この学習指導システムでは、声　　学習システムの開発を外部委託する傾向が目立
調学習の具体策として、まず単母音a、o、　e、　　つ。外部委託の教材システムには、次の二つの問
i、u、血のそれぞれに対応する4つの声調を学習　　題点が存在する。①システム構造上、各自の授業
できるようにする。学習指導には指導映像と指導　　内容に合わせて修正・追加することができない。
要領を参照できるようにする。それから、この6　②少子化による財政難に陥っている今では、すべ
つの単母音をそれぞれ2回ずつ発音するときの二　　ての大学が教育教材開発の外部委託に熱心に取り
音節構造の声調の組み合わせの学習もできるよう　　組めるとはいえない。したがって、外部開発に依
にする。これによって、声調変化の感覚を分かっ　　存することにはある意味でコンピュータを用いる
てもらうのがここでのねらいである。　　　　　　教育の普及に支障がでる危険性が潜んでいるとも
難点克服部分では、日本語に無い7つの発音と　　言える。とは言え、コンピュータを用いる授業形
日本語でははっきり区別されてない発音などの指　　態は、情報化時代といわれている今日では、大学
導ができるように学習に映像や画像および注意事　　教育のなくてはならない一部分となっていくに違
項を備える。それから、有気音と無気音、有気音　　いないので、コンピュータを用いる教育システム
と摩擦音およびその他の混交し易い音を明確に区　　の研究開発は必要不可欠である。
別できるように学習システムに映像指導や画像指
導などの関連コンテンツを配置する。しかも、混　　参考資料
交し易い音を比較し、その相違を視覚的に分かる　　［1］丁迫蒙　r対外漢語的課堂教学技巧』　学林出
ようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版社　（2006）
定着度測定部分では、学習の各段階での定着度　　［2］中文礎雄　『中国のことばと文化・社会』　時
を測定でき、学習者が自分の到達度を常時把握で　　　　波社　（2006）
きるような機i能をシステムに設ける。勿論、この　　［3］相原茂他『WHY？にこたえるはじめての中国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語の文法書』　同学社　　（1997）学習システムは学習者の進行状況や到達度を教師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［4］　ビラール　イリヤス　「インターネット時代のにも常時分かるような仕組みになっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語学教育について」立命館教育科学研究　第15号
5．終わりに　　　　　　　　　　　　　　　　　pp．1－6（1ggg）
［5］　ビラール　イリヤス「インターネットを活用し
ここでは・中国語の表音表記法およびそれを効　　　　た中国語発音ソフト」立命館大学教育科学研究
率的に学習できるCALL教材システムの構築に　　　第16号PP．89－96（2000年）
っいて述べることにとどまったが、実際、教材シ　　［6］ビラール　イリヤス「中国語学習におけるイン
ステムを稼動させる教材ソフト開発はほぼ完成し　　　ターネット活用の意義」立命館大学言語文化研究
ている。教材ソフト開発にはJavaScriptというイ　　　　第12巻第2号pp．123－130（2000年）
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